
 

人
間
が
生
き
る
た
め
の
機
能
、
食

べ
る
こ
と
飲
む
こ
と
、
そ
し
て
余
分

な
も
の
を
排
泄
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
病
気
な
ど
の
た
め
正
常
な
機
能

を
失
っ
た
時
、
人
は
ど
う
い
う
手
段

を
持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

健
康
な
人
に
は
考
え
ら
れ
な
い
こ

と
を
、
私
は
こ
の
事
業
に
関
わ
っ
て

知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
オ
ス
ト

マ
ー
の
た
め
の
公
衆
ト
イ
レ
も
増
え

て
い
ま
す
。

与
え
ら
れ
た
人
生
を
、
社
会
人
と

し
て
さ
り
げ
な
く
懸
命
に
生
き
て
い

る
方
た
ち
に
、
精
い
っ
ぱ
い
の
エ
ー

ル
を
送
り
ま
す
。

（
Ａ
）

第27号

平
成
二
十
六
年
度
さ
い
た
ま
市
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
事
業
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６
月
２２
日
の
「
手
話
」
を
ス
タ
ー
ト
に
十
二
事
業
を
展
開

オストメイトのための医療講習会
平成２７年２月１５日（日）
浦和ふれあい館

講師：茂田 浩平 氏 さいたま市立病院外科医長
佐々木智子 氏 皮ふ・排泄ケア認定看護師

公益社団法人
日本オストミー協会
さいたま市支部
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今
年
の
「
家
族
教
室
」
は
、
障
害

の
あ
る
人
を
対
象
に
、
成
年
後
見
人

を
さ
れ
て
い
る「
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
」

の
理
事
高
野
淑
恵
様
に
、
成
年
後
見

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
き
ま
し
た
。
百
名
近
い
参
加

者
数
は
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
関
心

が
高
い
事
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

講
師
は
障
害
の
あ
る
人
の
親
と
し

て
の
立
場
か
ら
、
知
的
障
害
者
に
は

身
上
監
護
が
一
番
に
必
要
に
な
る
こ

と
、
後
見
人
の
選
定
に
は
資
格
を
有

す
る
方
よ
り
障
害
当
事
者
の
生
活
を

理
解
し
た
方
を
選
ぶ
こ
と
の
重
要
性

を
分
か
り
易
く
語
っ
て
い
た
だ
き
、

体
験
談
を
も
と
に
話
を
進
め
る
会
場

か
ら
は
、
笑
い
が
起
き
る
ほ
ど
、
成

年
後
見
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、
親
の
思
い
を
引
き
継
い
で

支
援
に
繋
げ
る
役
割
が
後
見
人
に
求

め
ら
れ
る
事
を
強
く
語
ら
れ
ま
し

た
。
障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
後
見

人
は
、
今
後
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

来
ま
す
。

現
状
で
は
改
善
の
必
要
性
が
有
る

成
年
後
見
制
度
で
す
が
、
障
害
種
別

の
枠
を
超
え
て
障
害
の
あ
る
人
の
生

活
を
支
え
る
制
度
に
す
る
た
め
に
、

声
を
繋
げ
る
事
が
重
要
に
な
る
と
の

内
容
で
あ
っ
た
っ
た
と
思
い
ま
す
。

さ
い
た
ま
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

黒
澤

篤
子

私
た
ち
、
さ
い
た
ま
市
精
神
障
害

者
当
事
者
会
ウ
イ
ー
ズ
で
は
、
去
る

二
月
十
一
日
㈬
建
国
記
念
の
日
に
浦

和
コ
ム
ナ
ー
レ
9
階
第
十
五
集
会
室

に
て
、
生
活
訓
練
「
ホ
リ
ス
テ
イ
ッ

ク
医
療
と
精
神
疾
患
」
と
題
し
て
学

習
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。講

師
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ホ

リ
ス
テ
イ
ッ
ク
医
学
協
会
副
会
長
で

赤
坂
溜
池
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
降
矢

英
成
先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。参

加
人
数
は
五
十
九
名
で
し
た
。

先
生
に
は
「
ホ
リ
ス
テ
イ
ッ
ク
」

の
定
義
か
ら
、
先
生
が
行
っ
て
い
る

森
林
療
法
の
話
、
さ
ら
に
は
「
幸
福

感
を
持
て
る
人
の
共
通
の
特
徴
」
ま

で
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
私
が
初
め
て
企
画
し
た
学

習
会
で
、
会
場
も
最
初
に
大
き
な
と

こ
ろ
を
取
っ
て
し
ま
い
「
人
が
来
な

か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
、
不
安

だ
ら
け
で
し
た
が
、
ふ
た
を
開
け
て

み
れ
ば
、
た
く
さ
ん
の
方
に
来
て
い

た
だ
き
、
ま
た
会
の
メ
ン
バ
ー
や
さ

い
た
ま
市
、
さ
い
た
ま
市
障
害
者
協

議
会
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
成
功
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
い
た
ま
市
精
神
障
害
者
当
事
者
会

ウ
ィ
ー
ズ

稲
葉

晃

障
害
の
あ
る
人
を
支
え
る

成
年
後
見
制
度

一
般
社
団
法
人

さ
い
た
ま
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

開
催
日
�
11
月
28
日（
金
）

共に作ろうみんなの輪Part 7
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講師：降矢 英成 氏
開催日：2月11日（水）
浦和コミセン15集会室

主催：さいたま市精神障害者当事者会
ウィーズ

講師はイキイキネットの高野淑恵氏
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本
会
は
、
県

内
で
も
最
古
に

発
足
し
た
団
体

で
す
。
こ
の
た

め
ほ
と
ん
ど
高

齢
者
で
、
平
均

年
齢
は
七
十
歳

を
越
え
ま
す
。

社
会
福
祉
協

議
会「
社
協
」と

は
ど
の
よ
う
な

事
業
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て

障
害
者
・
高
齢
者
に
対
し
て
の
支
援

は
と
、
事
務
長
久
保
田
賀
津
弥
氏
に

障
害
者
・
高
齢
者
に
対
す
る
支
援
に

絞
っ
て
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

注
目
し
た
支
援
事
業
は
介
護
保
険

に
か
か
る
前
の
支
援
事
業
で
す
。

●
あ
お
ぞ
ら
サ
ー
ビ
ス
事
業

在
宅
で
生
活
す
る
単
身
高
齢
者
・

障
害
者
等
の
う
ち
、
家
事
等
の
支
援

を
必
要
と
す
る
者
に
対
し
、
近
隣
住

民
（
登
録
者
・
協
力
会
員
）
に
よ
る

援
助
を
行
う
。

●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る
恐

れ
の
高
齢
者
及
び
身
体
ま
た
は
環
境

上
の
理
由
に
よ
り
日
常
生
活
を
営
む

こ
と
に
支
障
の
あ
る
障
害
者
・
高
齢

者
に
対
し
て
生
活
援
助
員
を
派
遣

し
、
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
援
助
を
行
う
。

●
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
・
障
害
者

安
否
確
認
事
業

単
身
高
齢
者
・
障
害
者
で
、
安
否

確
認
を
希
望
す
る
方
に
対
し
て
、
専

門
の
ス
タ
ッ
フ
が
定
期
的
に
電
話
を

し
て
、
安
否
確
認
及
び
必
要
に
応
じ

た
各
種
相
談
に
応
じ
る
。

こ
の
ほ
か
「
宅
配
食
事
サ
ー
ビ
ス

事
業
」「
日
常
生
活
支
援
事
業
」「
緊

急
資
金
貸
付
事
業
」
等
多
彩
な
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
い
た
ま
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

田
口
秀
之
助

刺
激
に
敏
感
で
、
日
常
生
活
で
は

な
い
場
所
、
行
事
で
は
奇
声
を
発
し

た
り
、
多
動
に
な
り
が
ち
な
自
閉
症

児
・
者
に
音
楽
会
の
敷
居
は
高
い
で

す
。
自
閉
症
児
者
が
参
加
し
に
く
い

音
楽
会
を
障
害
児
者
と
そ
の
家
族
が

一
般
の
人
達
と
共
に
楽
し
み
た
く
て

こ
の
音
楽
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

十
二
月
十
四
日
、
与
野
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
会
場
の

片
隅
に
、子
供
た
ち
の
共
同
作
品「
た

の
し
い
サ
ー
カ
ス
」
の
オ
ブ
ジ
ェ
を

展
示
し
、
音
楽
家
の
グ
ル
ー
プ
「
音

も
だ
ち
」
の
歌
の
お
姉
さ
ん
達
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。

第
一
部
は
、
童
謡
か
ら
ク
リ
ス
マ

ス
ソ
ン
グ
を
4
人
の
メ
ン
バ
ー
に
演

奏
し
て
い
た
だ
き
、
第
二
部
は
楽
器

を
使
っ
て
参
加
者
も
歌
っ
た
り
、
踊

っ
た
り
と
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
毎

年
障
害
者
が
気
兼
ね
な
く
参
加
が
で

き
る
音
楽
会
を
企
画
し
て
ほ
し
い
と

の
声
も
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

声
楽
家
の
美
し
い
歌
声
、
人
前
に

で
て
楽
し
そ
う
に
歌
う
参
加
者
達
を

笑
顔
で
見
守
る
親
御
さ
ん
達
、
障
害

が
あ
る
人
も
な
い
人
も
み
ん
な
で
楽

し
ん
だ
年
の
瀬
で
し
た
。

埼
玉
県
自
閉
症
協
会

さ
い
た
ま
市
地
区

中
野

昭
江

社会福祉協議会の事業
開催日：10月19日（日）

与野本町コミュニティセンター
講師：久保田 賀津弥 氏

主催：さいたま市身体障害者福祉協会
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講
師
�
金
子
良
美
氏

高
柳
百
花
氏

早
川
絢
子
氏

大
澤
愛
美
氏

開
催
日
�
十
二
月
十
四
日（
日
）

主
催
�
埼
玉
県
自
閉
症
協
会
さ
い
た
ま
市
地
区
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今
年
度
の
「
生
活
訓
練
事
業
」
で

の
テ
ー
マ
は
「
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
」

奥
深
い
手
話
の
世
界
」
で
し
た
。

手
話
は
言
語
と
い
う
理
解
が
ま
だ

普
及
し
て
い
な
い
今
、
俳
優
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
手
話
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務

め
て
い
る
那
須
英
彰
氏
に
、
手
話
の

翻
訳
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

手
話
ニ
ュ
ー
ス
で
の
裏
話
か
ら
、

手
話
通
訳
者
、
手
話
を
勉
強
し
て
い

る
健
聴
者
に
と
っ
て
も
貴
重
な
体
験

を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
手
話
研
修
セ
ン
タ
ー

の
研
究
員
で
も
あ
る
講
師
は
、
手
話

を
音
声
化
す
る
こ
と
の
難
し
さ
、
そ

し
て
、
音
声
を
手
話
化
す
る
際
の
注

意
な
ど
、
興
味
深
い
話
も
あ
り
ま
し

た
。聴

覚
障
害
者
は
目
に
見
え
な
い
障

害
者
で
あ
る
た
め
に
、
耳
が
聞
こ
え

な
い
だ
け
の
障
害
と
し
か
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
聞
こ
え
な
い
人
の
暮
ら
し
を

知
ら
な
い
の
が
実
情
で
す
。
聞
こ
え

な
い
人
の
暮
ら
し
に
は
手
話
は
不
可

欠
で
す
。
そ
こ
で
、
聴
覚
障
害
者
協

会
は
、「
手
話
は
言
語
」
を
も
っ
と

普
及
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
私
達
の
思
い
を
那
須
講

師
は
、
み
ご
と
に
受
け
止
め
、
説
得

力
の
あ
る
講
演
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
講
演
を
聞
い
た
参

加
者
の
殆
ど
は
手
話
関
係
者
ば
か
り

だ
っ
た
の
が
残
念
で
す
。

他
の
障
害
者
団
体
で
も
、
当
事
者

や
関
係
者
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
広
く
社
会

に
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
い
た
ま
市
聴
覚
障
害
者
協
会

青
山

淑
子

心
も
体
も
解
放
さ
れ
た
よ
う
に
、

大
き
な
紙
一
面
に
赤
、
緑
、
黄
色
な

ど
何
色
も
の
彩
が
描
か
れ
ま
し
た
。

大
き
な
紙
な
の
に
隅
の
方
で
小
さ

く
描
く
子
。
裸
足
に
な
り
、
紙
の
上

を
自
由
に
描
く
子
。
紙
で
は
物
足
り

な
く
、
自
分
の
体
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に

す
る
子
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
個
性

豊
か
に
描
い
て
い
ま
す
。

美
術
家
・
埼
玉
障
害
者
ア
ー
ト
展

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
和
光
大
学

非
常
勤
講
師
の
中
津
川
浩
章
先
生
の

指
導
の
下
、
ど
ん
ど
ん
心
が
解
放
さ

れ
、
み
ん
な
の
描
い
た
も
の
が
、
素

敵
な
ア
ー
ト
に
変
身
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。

最
初
は
大
き
な
紙
に
戸
惑
い
を
隠

せ
な
か
っ
た
子
供
た
ち
も
、
ど
の
子

も
天
才
芸
術
家
に
見
え
ま
し
た
。

小
さ
い
時
期
は
、
療
育
施
設
な
ど

で
体
い
っ
ぱ
い
表
現
活
動
し
て
い
て

も
、年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、中
々

大
胆
に
表
現
活
動
を
す
る
場
は
減
っ

て
い
き
ま
す
。
気
持
ち
の
い
い
活
動

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

絵
を
描
く
こ
と
は
、
い
つ
で
も
で

き
る
こ
と
で
す
。
余
暇
を
過
ご
す
と

き
、
筆
を
執
り
そ
の
時
の
感
情
の
ま

ま
色
を
使
っ
て
描
く
こ
と
は
、
心
が

解
放
さ
れ
、
大
事
な
余
暇
活
動
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
も
、
気
軽
に
描
い
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

さ
い
た
ま
市
ダ
ウ
ン
症
連
絡
会

山
口

佳
住

さ
い
た
ま
市
聴
覚
障
害
者
協
会

知
れ
ば
知
る
ほ
ど

奥
深
い
手
話
の
世
界

講
師

那
須

英
彰

氏

日
本
手
話
研
究
所
研
究
員

LLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeetttttttttttttttttttttttttttttttt’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’ssssssssssssssssssssssssssssssss eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeennnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjooooooooooooooooooooooooooooooooyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
～色で遊ぼう～

９月２０日（土）
与野本町コミセン

講師：中津川 浩章 氏
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平成26年度 社会参加推進センター開催事業報告
事 業 名 開 催 日 ／ 場 所 参加者数 テ ー マ ・ 内 容 等

生活訓練開催
事業（身体）

６月２２日㈰
埼玉県障害者交流センター
ホール

１１８名 「知れば知るほど奥深い手話の世界」
手話言語法、手話言語条例制定運動の理解を深める
講師：那須 英彰氏 日本手話研究所研究員

生活訓練開催
事業（知的）

９月２０日㈯
与野本町コミュニティセンター
多目的室（大）

８１名 「Let’s enjoy!」～色であそぼう～
色を使って表現してみよう
講師：中津川 浩章氏 埼玉県障害者アートディレクター

生活訓練開催
事業（身体）

９月２０日㈯
浦和コミュニティセンター
第１３集会室

６０名 「第３回障害があってもありのままに生きたいんです！」
重度障害を持っている当事者による講演
講師：岩出 幸子氏・羽富 拓成氏

生活訓練開催
事業（身体）

１０月１９日㈰
浦和コミュニティセンター
第１５集会室

７０名 「肝炎の最新治療と今後の展望」
革新的な新薬の開発に伴う治療方法と療養の在り方
講師：日野 邦彦氏 デルタクリニック院長

家族教室開催
事業（身体）

１０月１９日㈰
与野本町コミュニティセンター
多目的室（小）

３７名 「社会福祉協議会の事業について」
障害者・家族・高齢者などに役立つ講演
講師：久保田 賀津弥氏

さいたま市社会福祉協議会事務局長

家族教室開催
事業（精神）

１１月１６日㈰
浦和コミュニティセンター
第１５集会室

１２３名 「ちょうどよい薬の量のおはなし」
疾患を抱える人がより良い生活をおくるために
講師：渡邉 博幸氏 千葉大学医学部付属病院勤務

家族教室開催
事業（知的）

１１月２８日㈮
浦和コミュニティセンター
第１５集会室

９２名 「障害のある人を支える成年後見制度」
障害のある人の支援状況を詳しく学び将来に備える
講師：高野 淑恵氏

成年後見センター いきいきネット理事

「障害者週間」
市民のつどい

１２月６日㈯
埼玉県障害者交流センター

６２３名 「障害者週間」を記念して広く障害のある人もない人も一
緒に楽しむ催し
市セレモニー、障害者作品展、わたり としお氏講演、当
事者による演奏、手話落語、小学生合唱、授産品の販売、
手話講座、統合失調症の紙芝居、視覚障害者卓球（STT）

生活訓練開催
事業（知的）

１２月１４日㈰
与野本町コミュニティセンター
多目的室（大）

７０名 「たのしい みんなの コンサート」
若い音楽家グループ「音もだち」によるコンサート
講師：金子 良美、高柳 百花、早川 絢子、大澤 愛美

家族教室開催
事業（知的）

１２月１８日㈭
埼玉県障害者交流センター
ホール

６４名 「災害から障害者の生命を守る‼」
生命のことづけ・被災地支援の報告
講師：郡 信子氏 南相馬市ディさぽーとぴーなっつ所長

生活訓練開催
事業（身体）

２７年１月２７日㈫
大宮ふれあい福祉センター
３０４会議室

６２名 「膠原病の診断と治療」
全身性エリテマトーデス、強皮症、多発性筋炎、皮膚筋炎
講師：中嶋 京一氏 国立病院機構東埼玉病院

生活訓練開催
事業（精神）

２７年２月１１日㈬
浦和コミュニティセンター
第１５集会室

５９名 「共に作ろうみんなの輪Part 7」
ためになる心療内科医のお話 ホリスティック医学とは
講師：降矢 英成氏 赤坂溜池クリニック院長

生活訓練開催
事業（身体）

２７年２月１５日㈰
浦和ふれあい館
第一会議室

７５名 「オストメイトのための医療講習会」展示会
講師：茂田 浩平氏 さいたま市立病院外科医長

佐々木 智子氏 皮膚・排泄ケア認定看護師
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出
席
者
（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

浅
輪
田
鶴
子
（
さ
い
た
ま
市
障
害
者
協
議
会
）

新
井

真
一
（
埼
玉
県
障
害
者
協
議
会
）

久
保
田
賀
津
弥
（
さ
い
た
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

宮
部

幸
子
（
さ
い
た
ま
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
）

障
害
者
協
議
会
開
設
の
と
き

お
手
元
に
お
渡
し
し
た
の
は
、
平

成
一
六
年
三
月
に
発
行
し
た
「
ぷ
ら

ネ
ッ
ト
」
第
一
号
の
コ
ピ
ー
で
す
。

こ
の
前
年
の
平
成
一
五
年
十
月
一

日
に
、「
さ
い
た
ま
市
障
害
者
連
合

会
」
が
発
足
し
、
翌
年
障
害
者
協
議

会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
か
ら
一
二
年
前
と
い
う
と
私
も

六
十
代
、
体
力
も
知
力
も
衰
え
て
は

い
な
か
っ
た
は
ず
で
、
埼
玉
県
の
交

流
セ
ン
タ
ー
に
は
及
ば
な
い
け
ど
、

せ
め
て
団
体
交
流
室
を
と
お
願
い
し

て
、
障
害
福
祉
課
の
ご
努
力
で
現
在

の
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
4
階
に

団
体
交
流
室
を
設
置
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み

る
と
、
多
く
の
好

条
件
に
囲
ま
れ
た

ラ
ッ
キ
ー
な
ス
タ

ー
ト
で
し
た
。

十
二
年
と
い
う

歳
月
は
若
者
を
中
年
の
お
じ
さ
ん
お

ば
さ
ん
に
し
、
お
じ
さ
ん
お
ば
さ
ん

を
高
齢
者
と
い
う
立
場
に
し
て
し
ま

っ
た
か
ら
？
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
し

ょ
う
か
。

障
害
者
団
体
と
い
う
重
い
荷
物
を

無
我
夢
中
で
引
っ
張
っ
て
き
た
一
人

と
し
て
、
領
域
を
狭
く
し
て
障
害
者

全
体
に
関
心
が
薄
く
な
っ
た
こ
の
フ

ィ
ー
ル
ド
を
、
も
う
一
度
掘
り
返
し

て
み
た
く
て
、
こ
の
鼎
談
を
企
画
し

ま
し
た
。

年
月
を
経
て
何
が
変
わ
っ
た
の
か

浅
輪

外
か
ら
見
て
い
る
か
ら
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
さ
い
た
ま
市

の
団
体
交
流
室
利
用
の
障
害
者
団
体

の
中
で
、
一
番
活
発
に

動
い
て
い
る
の
は
「
市

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
」

か
な
と
思
っ
て
い
い
る

ん
で
す
が
…

聴
覚
と
か
視
覚
の
障

害
者
団
体
は
、
昔
は
大
変
ご
苦
労
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
を
お
聞
き
し
て
い

ま
す
が
、
現
状
は
サ
ポ
ー
ト
す
る
シ

ス
テ
ム
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
先
達
で

あ
る
聴
覚
の
川
合
さ
ん
や
視
覚
の
長

根
さ
ん
の
ご
努
力
が
大
き
い
と
思
い

ま
す
が
、
そ
れ
を
維
持
し
て
い
く
の

も
組
織
の
力
で
す
ね
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
頃
の
社
会

の
動
き
は
、
群
れ
な
い
、
繋
が
ら
な

い
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
て
、
組
織

を
作
る
こ
と
自
体
が
危
う
く
な
っ
て

い
な
い
か
と
感
じ
る
ん
で
す
が
…

新
井

繋
が
ら
な
く
て
も
済
む
社
会

に
な
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

昔
、
共
同
事
業
が
社
会
を
繋
げ
て

い
た
時
代
が
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
今

は
、
個
を
尊
重
す
る
時
代
に
な
っ
て

い
る
ん
で
す
ね
。

こ
の
間
電
車
の
中
で
家
族
ら
し
い

人
を
見
か
け
た
け
ど
、
み
ん
な
一
人

ひ
と
り
ス
マ
ホ
に
熱
中
し
て
い
て
、

会
話
を
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

こ
れ
が
、
今
の
社
会
を
反
映
し
て
い

る
ん
で
し
ょ
う
。

元
い
た
職
場
の
人
に
聞
い
て
み
て

も
「
た
ま
に
は
飲
み
に
行
こ
う
か
」

な
ん
て
言
う
話
は
な
く
な
っ
て
と
言

っ
て
い
ま
し
た
ね
。

久
保
田

我
々
が
就
職
し
た
こ
ろ
の

話
で
す
け
ど
、
仕
事
が
終
わ
っ
て
み

ん
な
で
お
茶
で
も
飲
み
に
行
こ
う
か

と
い
っ
た
ら
、
残
業
代
が
出
る
ん
で

す
か
っ
て
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
。

翌
年
か
ら
は
や
ら
な
く
な
り
ま
し

た
ね
。

新
井

横
の
繋
が
り
が
な
く
な
っ
た

の
は
障
害
者
団
体
に
限
ら
ず
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
ね
。

だ
け
ど
、
既
存
の
と
こ
ろ
に
入
っ

て
い
く
の
は
緊
張
し
ち
ゃ
う
か
ら
、

だ
っ
た
ら
、
新
し
い
組
織
を
作
り
ま

鼎
談
障障
害害
者者
団団
体体
のの
活活
動動
高高
齢齢
者者
がが
多多
くく
なな
っっ
てて
いい
るる
けけ
どど
……
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し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
じ
ゃ

な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。

浅
輪

最
初
は
新
鮮
に
見
え
て
も
、

十
二
年
も
経
っ
て
み
れ
ば
や
る
こ
と

は
限
定
さ
れ
て
く
る
傾
向
は
あ
り
ま

す
。
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
や
る
と

か
…
。

新
井

横
つ
な
が
り
は
、
地
域
だ
っ

て
無
く
な
っ
て
い
ま
す
よ
。
埼
玉
県

の
障
害
者
協
議
会
は
三
十
九
団
体
あ

る
ん
で
す
。

お
れ
た
ち
は
違
う
ん
だ
っ
て
い
う

の
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
ど
こ
を
基
準

に
す
る
か
っ
て
い
え
ば
、
理
念
が
ず

れ
て
い
る
、
よ
り
困
難
な
人
が
中
心

に
な
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
作
ら
れ

た
歴
史
が
違
う
…
。
干
渉
さ
れ
る
う

っ
と
う
し
さ
が
あ
る
か
ら
、
み
ん
な

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
く
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。
根
っ
こ
の
と
こ
ろ
を

大
事
に
し
な
い
と
ね
。

高
齢
者
問
題
は

久
保
田

話
が
少
し
ず

れ
た
か
な
と
思
い
ま
す

が
、
高
齢
者
の
話
で
す

よ
ね
。
狭
間
に
あ
る
よ
う
な
人
も
い

ま
す
よ
ね
。

浅
輪

家
族
と
一
緒
に
い
た
っ
て
、

孤
立
し
て
い
る
障
害
の
あ
る
老
人
も

い
る
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。

新
井

今
は
改
め
て
、
そ
う
い
う
組

織
を
作
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か

な
と
思
い
ま
す
け
ど
ね
。

浅
輪

育
成
会
は
、
今
、
会
員
が
増

え
て
い
る
ん
で
す
か
。

宮
部

残
念
な
が
ら
会
員
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
自
分
の
経
験
か
ら

い
っ
て
子
ど
も
の
障
害
を
受
け
入
れ

る
こ
と
は
難
し
い
で
す
ね
。

育
成
会
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
子
ど

も
の
年
齢
も
と
て
も
幅
が
広
い
と
い

う
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。

小
学
校
に
入
学
す
る
の
に
、
学
校

選
び
に
悩
ん
で
い
る
親
御
さ
ん
が
い

る
と
思
え
ば
、
一
方
で
は
就
職
す
る

か
施
設
に
通
わ
せ

る
か
決
め
ら
れ
な

い
親
が
い
る
。

そ
の
周
り
に
は

幅
広
い
年
齢
層
の

経
験
豊
か
な
親
も

い
る
。

そ
の
人
た
ち
の
話
を

聞
き
、
家
族
教
室
な
ど

で
学
習
す
る
機
会
も
あ

る
ん
で
す
。

こ
う
し
た
機
会
を
重

ね
て
親
御
さ
ん
は
自
信

を
も
っ
て
く
れ
る
と
い

い
な
あ
と
思
っ
て
事
業

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

話
合
い
を
終
え
て

障
害
者
に
限
ら
ず
、

組
織
の
高
齢
化
は
ど
の

分
野
で
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
話
し
合
っ
て
み
て
も
、
こ

の
環
境
を
打
開
し
て
全
体
を
若
返
ら

す
こ
と
に
つ
い
て
の
妙
案
は
見
つ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

世
の
中
が
ど
う
変
わ
ろ
う
と
、
人

は
一
年
に
一
つ
年
を
取
り
ま
す
。
高

齢
者
も
若
者
も
、
お
互
い
を
尊
重
す

る
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大

事
。群

れ
る
こ
と
が
好
き
で
な
く
て

も
、
組
織
の
中
で
生
き
て
行
く
力
は

必
要
だ
と
思
い
ま

せ
ん
か
。

障
害
に
係
る
活

動
も
い
ろ
い
ろ
で

す
が
、
親
と
し
て

は
大
人
に
な
っ
た

時
豊
か
な
地
域
環

境
を
構
築
し
た
い

と
思
っ
て
活
動
し

た
人
も
多
い
の
で

す
。こ

う
い
う
こ
と

は
、
一
人
で
は
で

き
ま
せ
ん
。

人
は
み
な
、
地
域
の
人
と
し
て
生

き
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
手
を
つ
な

い
で
助
け
合
っ
て
い
く
も
の
。

障
害
者
協
議
会
が
出
来
る
こ
と
は

何
か
、
模
索
中
で
す
。

（7）平成27年3月25日 第27号さいたま市障害者社会参加推進センターだより
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平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
七
日
、

二
十
八
日
に
ラ
フ
レ
さ
い
た
ま
に
お

い
て
「
第
四
十
九
回
日
本
盲
人
会
連

合
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
さ
い
た

ま
市
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
視
覚
障
害
者
の
団

体
で
あ
る
日
本
盲
人
会
連
合
関
東
医

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
加
盟
十
三
団
体
が

毎
年
持
ち
回
り
で
行
わ
れ
て
い
る
福

祉
大
会
で
す
。

今
年
は
本
会
が
主
催
団
体
と
し
て

以
下
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
に
ぎ
や

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
視
覚
障
害
者
の
安
心
安
全
な
外

出
が
で
き
る
社
会
を
実
現
さ
せ
よ

う
二
、
緊
急
時
、
速
や
か
に
暖
か
な
支

援
が
受
け
ら
れ
る
社
会
を
実
現
さ

せ
よ
う

三
、
視
覚
障
害
者
の
安
定
し
た
職
域

が
広
が
る
社
会
が
実
現
さ
せ
よ
う

四
、
社
会
に
潜
む
犯
罪
や
危
険
か
ら

守
れ
る
環
境
つ
く
り
を
実
現
さ
せ

よ
う
。

二
項
目
目
の
「
暖
か
い
」
は
、
よ

り
あ
た
た
か
い
気
持
ち
を
強
調
し
た

く
、あ
え
て
こ
の
字
を
使
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
延
べ
三
百
五
十
名
ほ
ど

で
し
た
。

主
な
開
催
内
容
は
、
式
典
、
講
演

の
の
ち
、
五
十
項
目
以
上
の
生
活
バ

リ
ア
フ
リ
ー
、
職
業
に
関
す
る
諸
問

題
が
活
発
に
討
議
さ
れ
た
こ
と
で

す
。そ

の
中
か
ら
特
に
重
要
と
思
わ
れ

る
事
項
が
、
全
国
大
会
に
も
提
出
さ

れ
ま
す
。

機
器
の
出
展
、
お
み
や
げ
出
店
な

ど
あ
り
、
た
い
へ
ん
賑
や
か
な
二
日

間
で
し
た
。

大
会
運
営
に
は
、
延
べ
八
十
名
の

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
皆
さ
ん
に
会
場
案

内
か
ら
誘
導
な
ど
、
全
面
サ
ポ
ー
ト

を
い
た
だ
き
、
大
会
を
支
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
の
大
会
が
単
に
お
祭
り
騒
ぎ
で

は
な
く
私
た
ち
の
よ
り
良
い
生
活
に

繋
が
っ
て
い
る
大
会
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

さ
い
た
ま
市
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

藤
崎

明
美

桜
の
季
節
が
目
の
前
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。
東
京
な
ら
上
野
と
か
靖
国
神
社
と
か
、

あ
、
ち
ょ
っ
と
古
い
か
な
！

咲
い
て
い
る
う
ち
は
ホ
ン
ト
に
き
れ
い
で

す
け
ど
、
雨
に
打
た
れ
た
り
す
る
と
見
る
も

無
残
な
姿
に
な
る
。

こ
れ
が
何
と
も
痛
々
し
く
て
、
私
は
雨
が

降
っ
た
後
の
花
見
は
行
き
た
く
な
い
。

散
っ
て
泥
ま
み
れ
に
な
っ
た
花
弁
の
上

を
、
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
蹴
散
ら
し
て
い
く

車
の
轍
を
見
て
、
呆
然
と
立
ち
す
く
ん
で
い

た
こ
と
も
あ
っ
た
。

で
も
、
桜
は
い
い
。
来
年
も
、
特
別
の
こ

と
が
無
け
れ
ば
ち
ゃ
ん
と
咲
け
る
。

生
き
て
い
れ
ば
い
い
こ
と
も
嫌
な
こ
と
も

あ
る
さ
。
そ
れ
を
ア
ッ
ケ
ラ
カ
ン
と
切
り
抜

け
て
い
く
力
は
、
嫌
な
こ
と
も
何
気
な
く
受

け
止
め
る
経
験
を
た
く
さ
ん
す
る
こ
と
で
し

ょ
う
ね
。

が
ん
ば
れ
わ
た
し
！

（
Ａ
）

第
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連
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協
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さ
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た
ま
市
大
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